
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 富士川第二小学校・中学校の小中連携・一貫教育に向けたソフト

面・ハード面（施設分離型 or 施設一体型）の概要とスケジュール

は？ 

→(市長)本年度「富士市小中連携・一貫教育基本方針」を策定し、現

在の中学校区を単位とした小中連携・一貫教育を進めていくことと

している。全市的に平成 30 年度から 3 年単位で、短期的には小

中の児童･生徒の交流･連携を、中期的には 9 年間を見通した教育

課程を編成し、長期となる平成 36 年以降は、全中学校区で小中一

貫教育の導入を目指していく。 

 富士川第二中学校区においては、既存の第二小学校校舎の耐力度が

不足していることが判明し改築が必要なため、30 年度に基本設計

を実施し、小中連携・一貫教育を推進する上で、最も効果的な配置

を検討していく。 

② 地区住民・広く市民への説明はどう行っていくのか？ 

→(市長)平成 27 年度からコミュニティ・スクールとして松野地区の

皆様が教育活動に積極的に参加している経緯を踏まえ、学校運営協

議会等を通して保護者や住民の皆様に丁寧に説明していく。 

(要望) 県道を挟み敷地･校舎が隣接する富士川第二小学校･中学校

は､市内の小中連携･一貫教育の先駆け･モデル校になると考える

が､小中が隣接しているケースは市内では少ない｡｢原則は施設分離

型｣であることを基本に､広く市民に｢基本方針｣を説明願いたい。 

富士市議会報告 
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質問 1・・26年度から取り組む「富士市災害情報共有システム」の目的と仕組み、試行訓練は？ 

① ｢富士市災害情報共有システム｣の目的･内容と完成時期は？ 

→(市長)東日本大震災、熊本地震等を踏まえ、行政としては被災

した市民の皆様の早い段階での生活再建に繋げるためには、り

災証明書を早く交付できるようにするとともに、その内容や各

種支援制度の手続き状況について市内部で共有することが、災

害時であっても効率的で正確な事務に反映され、復旧・復興に

向けた支援の第一歩になると考える。そのための避難者･被災

者情報、家屋等の被害情報と生活再建に必要な支援情報等を一

元的に「被災者台帳」として整理・把握するシステムであり、

30 年度で完成する予定である。 

② この｢システム｣は、避難所開設運営訓練で、市民とともに試

行訓練を行うべきでは？ 

→(市長)個人情報保護等の観点からシステム操作は市職員が行

うものの、実際の避難所における避難者の受付は住民の皆様に

担っていただくので、市職員との連携は必要不可欠と考える。

避難所からの物資要請にも利用できるシステムなので、役割分

担を明確にした中で、システムを試行していきたい。 

小池としあきが､2 月定例議会で､ 
市長施政方針に対して会派代表質問に臨みました！ 

 

正
々
堂
々 

■り災証明書交付までの流れ 

今回は、30 年度に市長が重点的に取組む施策について会派「ふじ 21」を代

表して質問しました。災害時の復旧・復興を確実に行うための「富士市災害情

報共有システム」、小中連携・一貫教育の先駆けとなる「富士川第二小学校・中

学校の取組み」等について市長の考え方を質すとともに提案を行いました。 

■富士川第二小学校・中学校（松野地区）の状況 

 
質問 2・・小中連携・一貫教育の先駆けとして、富士川第二小学校･中学校の取組みは、どのように進めるのか？ 

り災証明書交付 

 被災 

 申請 

 認定調査 

■｢富士市災害情報共有システム｣の仕組み 

両校敷地を繋ぐ歩道橋 

27 年度から進めている小中連携･交流 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11～3月の活動 

西部浄化センターの汚泥活用への取組みを視察(1/22)…下水道汚泥をメタン発酵させてで
きる消化ガスを、今まで以上に有効にエネルギーとして活用する検討状況を視察しました！ 

ブログ(インターネット上の日記)を覗いて見て下さい｡ほぼ毎日更新しています｡ 検索は｢小池としあき｣で！(https://koike473.exblog.jp/) 

国際交流フェア 2018（2/4）･･ボーイスカウトの活動を通じて富士市と縁が深いラトビアの
日本大使館職員と記念撮影。東京五輪の事前合宿で富士市へのお越しを期待しています! 
! 

富士市ユニバーサル就労研修会(2/2)･･昨年 5 月に講演を聴き｢目からウロコ｣だった
東京大学の近藤先生にお越しいただき、市職員等を対象に研修会が開催されました！ 

･･11～12月は、市長選挙のため怒涛の 2ヶ月でした。「市政レポート」も 1回お休みしました！ 

子どもの貧困問題等に関する研修会(静岡市)(1/29･30)･･思っていた以上に深刻な｢子ども
の貧困問題｣や 30 年度から運営制度が変わる｢国民健康保険制度｣についての研修でした。 

今泉地区駅伝大会(2/18)･･今年は遂に｢一般の部｣の町内会参加は､私が住む｢駿河台三丁目｣
(メンバー写真)のみに。事故がない安全な大会を支える役員の皆様、ありがとうございます！ 

産業教育交流フェア(2/10)･･吉原工業高校等が主催し産業教育やその後の進路等を紹介す
るフェアで、神奈川工科大学に進学しバーチャルリアリティー技術を学ぶ望月宥冶君に期待大！ 

小長井よしまさ市長が 2選（12/24）…私は「市長と議員」の立場から、無投票や信任投票に近ければ前面に出ての応援は控えるつもりでした。しかし対立
候補が前回同様となったため、「小長井市長でなければ！」との思いで選対本部に入り、懸命に活動しました。成果が問われる 2 期目に大いに期待です！ 

善得寺まつり(3/4)･･暖かな天気の下、盛大に開催されました。私は市地区班が出店したハゼ
ら菓子(ポン菓子)の｢ぶったたき｣に昨年に続き挑戦しましたが､迫力に完全に腰が引けました！ 

アルティメットのドリームカップ(3/9～11)･･富士川緑地に 152 チーム、2,400 名の選手
が参加。第 20 回記念大会の今年は、男女の世界選抜チームも参戦し圧倒的な強さで優勝! 
 

出初式(1/7)…ここ数年、出初式は年の初めにふさわしい晴天が続きます。昨年
は大きな火災事故等がありましたが、消火以前に｢点検と予防｣が何よりですね! 

吉原高校避難所開設運営訓練(12/3)…私は本部長として｢7 町内の多くの人が役員として
訓練を体験するサイクルを作り層の厚い防災体制づくりを進めよう｣と呼びかけています! 

9 年制の義務教育学校･土佐山学舎(高知市)を視察(1/15)…過疎地域ゆえに小中
学校を統合し､英語教育に力を入れること等で､｢市内留学生｣を増やしています! 

ユニバーサル就労推進議連で｢農スクール｣(藤沢市)を視察(1/11)…働きづらい人に農業を
通じて就農・就労を支援する若い女性農家・小島さんが代表を務めるＮＰＯを視察しました! 

富士青春市民ミーティング(2/25)…｢自分なりの『いただき』｣に向かう｢富士青春市民｣の方々
のプレゼンと大賞選定･表彰が行われました｡｢富士市ファン｣の増加にどう繋げるかが課題？ 

滝川の土手の竹林退治(3/17)･･竹は冬の間に高さ1～1.5ｍで切ると1年後にはほぼ枯れるそ
うです｡来年のヒガンバナの植付けに備え､ジヤトコの皆さんと｢竹の 1ｍ切り｣を完遂です！ 
 

← ビフォー 

アフター → 

https://koike473.exblog.jp/

